
第１回　実施概要
　　テーマ：~松林の森であそぼうよ！

　　実施日：２００６年５月２８日（日）

　　時間帯：午前１０：００~午後４：００

　　場　所：幕張海浜公園　松林とその周辺

　　天　候：くもり

　　参加者：１０ 名　スタッフ：５名
　　　　　　タイムスケジュール
　　　　９：３０~　現場安全点検
　　　　　１０：００~　受付開始

　　　　　　　　　　　　自由なあそび（午前の部）

　　　　　１２：００~　昼食

　　　　　１３：００~　自由なあそび（午後の部）

　　　　　１５：００~　ミーティング

　　　　　１５：３０~　片付け・撤収開始

　　　　　１６：００　　解散

★ 子どもたちとの楽しいあそびの様子を、“まっ白い広場サポーター”がレポートします。

　 今回のあそびのたね

　 幕張海浜公園を育てる会では、まっ白い広場

を、ほぼ毎月一回、開くことにしました。今回

のスタートは、幕張海浜公園 DE ブロックの松

林の森。幕張の浜から来る強くて潮を含んだ海

風から内陸を守るための防風林です。苗木から

植林し約３０年間、大切に育てられてきました。

　普段はフェンスで囲われているこの森は、昨

年から間伐等の手入れが始まり、今後は開放さ

れることになり、健全な保全の中で利用するこ

とができるようになりました。それなら、楽し

いまっ白い広場の舞台としても最適です。

平成１８年度　　～子どもたちの自由なあそび場を、子どものも大人もみんなでいっしょにつくろう！～
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森の生きものさがし！



　まっ白い広場の準備
　「子どもたちが、自分の責任において自由
にあそぶ」あそび場づくりというのが、千葉

県のすすめている「まっ白い広場」（プレーパ

ーク）です。育てる会では、子どもたちのあ

そびを支えるために、子どもたちの保護者や

協力者など大人が、一緒にあそびながら見守

り、安全に運営することをめざしています。

　一緒にあそぶ親子と協力者を募集して、育

てる会は、広場サポーターとして、現場設営

から安全管理などに気を配っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　松林の中には水抜き用の旧井戸（現在は落

ちる危険がないように石を入れて埋めてあり、

鉄のふたがしまっています）があり、その周

辺で地面が抜かるところがあるかもしれない

のと、危険な生物（マムシやスズメバチなど）

がいるかもしれないので、まず、みんながく

る前に、サポーター全員で、安全点検を兼ね

てクリーンアップをします。

　

　驚いたことに、なぜか花火やお弁当のから、ビール缶などが

結構な量、落ちていました。投入れられたのでしょうか？これ



からも広場の前には、松林クリーンアップすることにしました。

森のハンモック登場！
　育てる会の広場サポーターには、実は２人も、

山登り技術を得意とする（かつて？）人がいて、

個人でハンモックをもっているうえ、ロープワ

ークも得意です。

　森なら子どもたちは木に登りたがるし、ツリ

ーハウスもつくりたい。でも、まだこの松林の

マツは細い。そこで、ハンモックの登場です。

　子どもたちは大よろこび。のっかっては、ゆら

して、それからわざと落ちたり、落としたりして

あそびます。もちろん下にはちゃんと、自分たち

で落ち葉をひいておいてふかふかにしてからです。

　

　　　　　　

森の生き物探検で発見！ 　　　　
　生き物大好きの女の子が、森に探検しにやってきました。

遊びながらさがしていると、かわいいヘビをみつけました。

まだ子どものアオダイショウのようです。動きがずいぶん

のろいので、冬眠からめざめてひなたぼっこでもしていた

のかな。それから、かなへび（トカゲ）を捕まえました。

　彼女はトカゲを、お家につれて帰っていきましたよ。

←幹をいためないよ

うにタオルを巻く



やってみたいこと…「石をわってみたい！」
　広場の参加者に事前にお便りをだしておいて、やっ

てみたいことを考えてきてねと伝えてありました。２

歳の男の子との希望は、なんと「石をわってみたい」

とのこと。それで、ハンマーを持参してくれました。

石を割る。原始的なあそびなのかも知れませんね。

　やってみたいことは、こんな風に、みんなどんどん

提案して、いろんなあそびをしていってほしいです。

もちろん、広場サポーターが相談にのりますよ。

ザイルで木からブランコをつるそう
　ちょうどいい枝振りのマツの木をみつけ

たので、ブランコを吊るしたい。そこで、

山登り技術その２、ザイル（命綱）とカラ

ビナ（金具）使いです。

　森からちょうどいい太さの丸太をもって

きて、ブランコの腰掛け用にのこぎりで切

て、皮をはいでいきました。それをザイル

で結びつけて、木からつり下げると、あっ

という間にブランコです。みんな、たのし

そうに、交代でブランコにのっていました。

まとめ
　今年の５月はずいぶん雨が多くて、当日も朝まで雨

が降っていました。でも、広場を開く頃には、すっか

り、雨が上がっていましたので、少しずつ参加者が来

てくれました。よかった。

　そういえば、ドイツなどでは、「森の幼稚園」とい

って、雨が降っても、風が吹いても、かっぱを着た

りして、自然のままの森の中で一日過ごすという行

事があるそうです。

　もしかすると、子どもたちも意外と、雨の中であ

そびたがるかもしれないし、大雨が降ってきてもそ

れはそれで、楽しいかもしれない、とおもって、ま

っ白い広場は小雨決行です。水たまりも楽しいし。

　でも、雨よけの避難所は、やっぱり必要ですね。

今回あそびのたねから生まれたもの

・ 生き物さがし⋯ へび、 とかげをつかまえる

・ ハンモックからわざと落ちる

・ 木のブランコにのる

・ 石をわってみる

・ どろんこあそび

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 などなど
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　そのあと、子どもたちは、雨でたまって

いた水たまりをみつけて、はだしになって、

入ります。はいてきた長ぐつにも、どろ水

を入れて、くみだしたり、どろんこになっ

てあそんでいました。

　お母さんが、水道で彼らを頭から洗って、

服は帰るときまで、木に干してありました。


